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次期 GRAPE 開発プロジェクトであるGRAPE-DR 計画は平成１６年度科学技術振興調整費に採択され、5年
間の予定で研究開発が始まっている。 GRAPE-DR 計画の目標は、(a) 2008年に 2ペタフロップスの計算速度を
実現する、(b) 40Gbps ネットワークを高度利用した科学技術研究データ処理システムを構築する、の 2つとなっ
ている。GRAPE-DR では、従来の、粒子間の重力相互作用の計算に専用化したパイプラインを 1 LSI チップに
集積するという考え方から大きく離れて、多数の演算器を集積するものの、特定のアプリケーションに専用化し
たパイプラインハードウェアで実現するのではなく、多様なアプリケーションに適用可能なプログラマブルなシ
ステムを構成する。これにより従来のGRAPE では不可能であった、 SPH 計算や多重極展開、分子動力学計算
にも適用可能とするだけでなく、 LU 分解、対角化等の線形計算を含む多様なアプリケーションに応用できるよ
うにする。


